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課題番号： 20HT0186 
プログラム名： ４次元の世界を見てみよう ～４次元の立体・正 120 胞体に挑戦！～ 

所属 

研究 

機関 

名称 奈良工業高等専門学校 

機関の長

職・氏名 
校長 ・ 後藤 景子 

実施 

代表者 

部局 一般教科 

職 准教授 

氏名 名倉 誠  

開催日 令和２年 12 月 20 日 ①午前の部 ９：20～12：00，②午後の部 13:30～16:10 

実施場所 奈良工業高等専門学校 本館２階 地域創生交流室 

受講対象者 ①②ともに中学１年生，中学 2 年生 

参加者数 ①午前の部 11 名， ②午後の部 12 名 

交付申請書に記

載した募集人数 
①午前の部 12 名， ②午後の部 12 名 

プログラムの目的 

３次元／４次元の立体を平面／空間図形として表現するための手法として「投影」があります． 
本プログラムでは多角形の対角線をひくことから始め，立体を投影して現れる多角形（グラフ）

の頂点や対角線を考察するために対称性の利用が不可欠であることを紹介します． 
また，講義に基づく演習で，組合せ論の基本的な考え方（数え方）を体験し，受講生自身も立

体に実際に触れて「投影」を楽しみながら，４次元（高次元）の世界を直観的に理解してもらう
ことが目的です． 

プログラムの実施の概要 

 受講生に分かりやすく科研費の成果を伝えるために，また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログラ

ムを留意，工夫した点 

プログラムの内容に加え，多面体の投影図，研究成果で実際に使う基本的なアイディア（投影
や数え上げ）など，カラーの図を多用した見やすい説明用スライド・テキストを作成しました． 

説明用スライド・テキスト（ワークシート）の作成にあたっては，奈良高専の学生（補助学生）
にも意見を求め，受講者にとって親しみやすい表現となるよう留意しました．このテキスト（ワ
ークシート）は当日，受講生に配布して使用しました． 





 


